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協働環境委員会会議録 

 

平成３０年１２月１８日（火） 

（開 会）  １０：００ 

（閉 会）  １１：２２ 

【 案 件 】 

１．議案第 ９０号 平成３０年度 飯塚市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

２．議案第 ９２号 平成３０年度 飯塚市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

３．議案第 ９８号 平成３０年度 飯塚市汚水処理事業特別会計補正予算（第１号） 

４．議案第１０９号 飯塚市同和会館及び人権啓発センター条例の一部を改正する条例 

５．議案第１１０号 飯塚市集会所及び生活館条例の一部を改正する条例 

６．議案第１１１号 飯塚市同和対策施設条例を廃止する条例 

７．議案第１１２号 飯塚市納骨堂条例 

８．議案第１１８号 事務の受託（電子情報処理組織による戸籍事務） 

９．議案第１１９号 ふくおか県央環境広域施設組合の設立について 

10．議案第１２０号 ふくおか県央環境施設組合規約の変更について 

11．議案第１２１号 ふくおか県央環境施設組合の解散について 

12．議案第１２２号 ふくおか県央環境施設組合の解散に伴う財産処分について 

13．議案第１２３号 飯塚市・桂川町衛生施設組合規約の変更について 

14．議案第１２４号 飯塚市・桂川町衛生施設組合の解散について 

15．議案第１２５号 飯塚市・桂川町衛生施設組合の解散に伴う財産処分について 

16．請願第 １６号 金比羅山（馬敷）のメガソーラー開発中止と豊かな緑の保全に関する請願 

17．請願第 １７号 「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求め

る意見書採択についての請願 

 

【 報告事項 】 

１．ふるさと納税について                    （まちづくり推進課） 

２．白旗山におけるメガソーラー開発について              （環境整備課） 

３．平成３０年７月豪雨による被害状況等について            （防災安全課） 

４．工事請負契約について                         （契約課） 

                                           

○委員長 

 ただいまから、協働環境委員会を開会いたします。 

「議案第９０号 平成３０年度飯塚市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」を議題と

いたします。執行部の補足説明を求めます。 

○医療保険課長 

 「議案第９０号 平成３０年度飯塚市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」の補足説

明をいたします。 

補正予算書の１３３ページをお願いいたします。第１条において、既定の予算の総額に歳入、

歳出それぞれ１１億６５９８万４千円を追加いたしまして、総額を歳入、歳出それぞれ

１４５億８３４８万８千円としようとするものです。今回の補正は、本年度上期の実績をもと

に、決算見込み額を精査いたしまして増額をさせていただいております。 

詳細につきましては事項別明細書でご説明いたします。１４２ページをお願いいたします。

まず、歳出予算の主なものについてご説明いたします。２款１項１目、一般被保険者療養給付

費につきましては、１人当たり医療費の増等による給付費の増が見込まれますことから、５億
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９０７６万４千円増の８６億４７３４万２千円を計上しております。 

次に、１４３ページをお願いいたします。同じく２項１目、一般被保険者高額療養費につき

ましては、９月分までの実績から３月分までの見込みを推計いたしまして、５１２３万４千円

増の１３億３４５６万６千円を計上しております。 

次に、１４４ページをお願いいたします。３款の国民健康保険事業費納付金につきまして、

１項の医療給付費分、２項の後期高齢者支援金等分、及び３項の介護納付金分につきましては、

福岡県への納付額が確定いたしましたので、その額に合わせそれぞれ補正をいたしております。 

１４５ページをお願いいたします。５款、基金積立金につきましては、平成３０年度からの

新制度施行後における国保税の収納不足や保険給付費の増高に備えるため、保険給付費等準備

基金に積み立てをするものです。 

１４６ページをお願いいたします。６款１項２目の償還金につきましては、平成２９年度の

国庫負担金等の超過交付分を返還するもので、合計で２億２２４７万７千円を計上いたしてお

ります。 

次に、歳入予算の主なものについて説明をいたします。１３７ページをお願いいたします。

１款１項、国民健康保険税でございますけれども、１目、一般被保険者国民健康保険税につき

ましては、８月分までの調定実績から３月までの調定額を推計いたしまして、３７４４万６千

円減の２０億４２９５万７千円を計上しております。この減額の主な要因といたしましては、

被保険者数の減及び減額対象範囲の拡大に伴います軽減世帯の増加等によるものでございます。 

１３８ページをお願いいたします。３款、県支出金、１項、県補助金、１目、保険給付費等

交付金につきましては、歳出予算の一般被保険者療養給付費等の増に伴いまして、５億

８９２３万９千円を増額いたしております。 

１３９ページをお願いいたします。５款、繰入金、一般会計繰入金につきましては、普通交

付税の係数変更によります財政安定化支援事業繰入金の減などによりまして、合計で４２２万

９千円を減額しております。 

同じページですが、６款の繰入金につきましては、平成２９年度の繰越金６億１５５９万

１千円を計上しております。 

以上、簡単ですが、補足説明を終わらせていただきます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第９０号 平成３０年度飯塚市国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第９２号 平成３０年度飯塚市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○医療保険課長 

 それでは、「議案第９２号 平成３０年度飯塚市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）」の補足説明をいたします。 

補正予算書の１８７ページをお願いいたします。第１条において既定の予算の総額から歳入、

歳出それぞれ１８０１万５千円を減額しまして、総額を歳入、歳出それぞれ１８億７１５６万

５千円としようとするものでございます。 
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詳細につきましては、事項別明細書でご説明いたします。１９２ページをお願いいたします。

まず、歳出予算についてご説明いたします。２款の広域連合納付金につきましては、歳入予算

の保険料の減等に伴いまして１５５３万２千円減の１８億２１９３万円を計上しております。 

１９０ページをお願いいたします。次に、歳入予算についてご説明いたします。１款、後期

高齢者医療保険料につきましては、保険料率の改正による影響等によりまして、総額で

５５７７万８千円減の１２億５６７２万３千円を計上しております。 

５款、繰越金につきましては、平成２９年度の出納閉鎖期間、平成３０年４月と５月の収納

分の保険料につきまして、４３７１万３千円を計上しておるところでございます。 

以上、簡単ですが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第９２号 平成３０年度飯塚市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第９８号 平成３０年度飯塚市汚水処理事業特別会計補正予算（第１号）」を

議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○環境整備課長 

 「議案第９８号 平成３０年度飯塚市汚水処理事業特別会計補正予算（第１号）」について

補足説明をさせていただきます。 

第１条で規定の歳入歳出予算の総額に歳入、歳出それぞれ８９万２千円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入、歳出それぞれ１６３６万９千円とするものでございます。今回の補正につ

きましては、歳入における汚水処理施設使用料等の金額の変動、平成２９年度決算による前年

度繰越金の額の決定など、また今年度、前期実績により決算見込み額を算出し、それに基づき

補正を行うものです。 

歳入歳出補正予算事項別明細書で説明させていただきます。歳入からご説明いたします。

２５８ページをお願いいたします。本会計の主な財源であります１款１項１目１節、汚水処理

施設使用料の収入減を見込みまして、４３万２千円の減額。 

次に、２款１項、財産運用収入につきまして、実績に基づきまして、１目１節、利子及び配

当金、２目１節、基金運用収入、あわせて１万４千円の減額。 

次に、３款１項１目１節、汚水処理施設整備基金繰入金につきましては、決算見込みに基づ

き、５１万７千円の減額。 

次に、４款１項１目、繰越金につきましては、前年度決算の結果、前年度繰越金を７万１千

円増額補正するものです。 

続きまして歳出についてご説明いたします。２５９ページをお願いいたします。１款１項

１目、一般管理費につきましては、決算見込みに基づき１９節、負担金補助及び交付金におい

て、企業局への事務委任負担金及び２７節、公課費において、消費税を合わせて７万９千円の

減額。 

次に、２目の施設管理費につきましては、決算見込みに基づき、１３節の委託料において、

維持管理委託料及び汚泥抜き取り等委託料を合わせて、８１万３千円の減額補正を行うもので

す。 
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以上、簡単ですが、補正予算の補足説明を終わらせていただきます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第９８号 平成３０年度飯塚市汚水処理事業特別会計補正予算（第

１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１０９号 飯塚市同和会館及び人権啓発センター条例の一部を改正する条

例」を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○人権・同和政策課長 

 「議案第１０９号 飯塚市同和会館及び人権啓発センター条例の一部を改正する条例」につ

きまして補足説明をさせていただきます。 

議案書の１９ページをお願いいたします。本条例の改正につきましては、施設の名称を人権

啓発センターに統一することに伴い、必要な関係規定を整備するため本案を提出するものでご

ざいます。改正しようとする条例は、合併前は旧飯塚市については、「飯塚市同和会館条例」、

旧穂波町については、「穂波町人権啓発センターの設置及び管理条例」、旧筑穂町については、

「筑穂町人権啓発センター設置及び管理条例」としていたものを平成１８年の１市４町の合併

時に、「飯塚市同和会館及び人権啓発センター条例」として制定したものです。 

主な改正内容につきましては、新旧対照表にて説明させていただきます。２１ページをお願

いいたします。２１ページの新旧対照表におきまして、左側の新の欄で題名を飯塚市人権啓発

センター条例に改めるほか、旧の欄、第１条中、同和会館及び人権啓発センターとあるのを、

人権啓発センターに改めまして、その略称につきましても、旧の欄中、会館等とあるのを、セ

ンターに改めるものでございます。その他、センターの設置根拠を明確化するため関係規定の

整備を行うものでございます。最後に、２１ページ表の一番下の附則でございますが、施行期

日を平成３１年４月１日とするものでございます。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第１０９号 飯塚市同和会館及び人権啓発センター条例の一部を改

正する条例」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１１０号 飯塚市集会所及び生活館条例の一部を改正する条例」を議題とい

たします。執行部の補足説明を求めます。 

○人権・同和政策課長 

 「議案第１１０号 飯塚市集会所及び生活館条例の一部を改正する条例」につきまして補足

説明をさせていただきます。 
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議案書の２３ページをお願いいたします。本条例の改正につきましては、五穀神集会所、新

二瀬生活館、浜生集会所、太郎丸二区集会所、小正集会所及び小正五組集会所の位置が、分筆、

合筆及び土地改良法による換地処分により変更されており、位置を変更するため本案を提出す

るものでございます。 

主な改正内容につきましては、新旧対照表にて説明させていただきます。２４ページをお願

いいたします。２４ページの新旧対照表におきまして、左側の新の欄で、別表、五穀神集会所

の項中、飯塚市菰田８６番地１を飯塚市菰田８６番地５に改め、新二瀬生活館の項中、飯塚市

相田７４番地を飯塚市相田７２番地６に改め、浜生集会所の項中、飯塚市目尾５６９番地を飯

塚市目尾５６９番地１に改め、太郎丸二区集会所の項中、飯塚市太郎丸９７８番地を飯塚市太

郎丸９７８番地１に改め、小正集会所の項中、飯塚市小正５９４番地を飯塚市小正５９４番地

２に改め、小正五組集会所の項中、飯塚市小正７９５番地４を飯塚市小正７５２番地に改める

ものでございます。最後に、ページの表の一番下の附則でございますが、施行期日を公布の日

からとするものでございます。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第１１０号 飯塚市集会所及び生活館条例の一部を改正する条例」

については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１１１号 飯塚市同和対策施設条例を廃止する条例」及び「議案第１１２号 

飯塚市納骨堂条例」、以上２件は関連があるため、一括議題といたします。執行部の補足説明

を求めます。 

○人権・同和政策課長 

 「議案第１１１号 飯塚市同和対策施設条例を廃止する条例」と「議案第１１２号 飯塚市

納骨堂条例」とは関連がありますので、一括して補足説明をさせていただきます。 

まず初めに、「議案第１１１号」から説明させていただきます。議案書の２５ページをお願

いいたします。本条例の廃止につきましては、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、

条例を廃止するため本案を提出するものでございます。廃止しようとする条例は、合併前の平

成１４年３月の地対財特法失効後も旧穂波町については、「穂波町同和対策施設の設置及び管

理に関する条例」、旧筑穂町については、「筑穂町同和対策施設の設置及び管理に関する条

例」としていたものを平成１８年の１市４町の合併時に、「飯塚市同和対策施設条例」として

制定したもので、同和対策事業として整備しております納骨堂、農業施設などの施設の設置に

関し必要な事項を定めたものでございます。このことから、「飯塚市同和対策施設条例」とい

う名称と各施設の住所を合わせれば、飯塚市における同和対策事業の対象となった地域の特定

につながる課題もあることから、本条例を廃止しようとするものでございます。施行期日は公

布の日からとするものでございます。 

続きまして、「議案第１１２号 飯塚市納骨堂条例」につきまして、補足説明をさせていた

だきます。本条例は、「議案第１１１号」で廃止を提案しております条例に変わるものでござ

いまして、廃止する条例のうち飯塚市が設置しております納骨堂に関し、必要な事項を定める

ものでございます。地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、飯塚市納骨堂条例を制定
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するため本案を提出するものでございます。 

議案書の２６ページをお願いいたします。第１条で地方自治法第２４４条の２第１項の規定

に基づき、納骨堂を設置するとしております。第２条で名称及び位置は別表に記載しておりま

す。施行期日につきましては、公布の日からとするものでございます。内容の変更はございま

せん。なお、農業施設条例につきましては、同様に、「議案第１１４号」で上程しております

が、所管となります経済建設委員会への付託となっております。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第１１１号 飯塚市同和対策施設条例を廃止する条例」及び「議案

第１１２号 飯塚市納骨堂条例」、以上２件について、いずれも原案のとおり可決することに

ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案２件はいずれも原案どおり可決すべきものと決定いた

しました。 

次に、「議案第１１８号 事務の受託（電子情報処理組織による戸籍事務）」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○市民課長 

 「議案第１１８号 事務の受託（電子情報処理組織による戸籍事務）」について補足説明い

たします。 

議案書の４４ページをお願いいたします。本案は、平成３１年２月１日から直方市の電子情

報処理組織による戸籍事務の管理及び執行に関する事務を受託するため、地方自治法第

２５２条の１４第３項の規定により議会の議決を求めるものでございます。既に平成２７年

２月から芦屋町、平成２８年４月からは、うきは市から事務の受託を行い、飯塚市に設置する

戸籍サーバーを共同サーバーとし、戸籍の管理についての事務の一部の管理及び執行を行って

おります。このたび直方市との共同利用についての調整が整いましたことから、地方自治法の

第２５２条の１４第１項に規定された規約を定め、芦屋町、うきは市と同様に直方市より戸籍

事務の管理及び執行を受託するものです。 

次に、規約の内容につきましてご説明申し上げます。この規約は第１条から第８条で構成さ

れており、第１条には、「委託事務の範囲」を第２条には、「委託事務の管理及び執行の方

法」を第３条及び第４条には、「経費の負担」及び「予算の執行」についてを、第５条には、

「決算の場合の措置」をそれぞれ規定いたしております。また、第６条では、「連絡会議等」

について、第７条では、「条例等の制定・改廃の場合の措置」について、第８条では、「規約

に定めのない事項」についてを、それぞれ規定いたしております。さらに、附則第１項で「施

行期日」を、附則第２項に「委託事務の全部でまたは一部を廃止する場合の規定」を定めてお

ります。 

以上、簡単でございますが、説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 
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（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第１１８号 事務の受託（電子情報処理組織による戸籍事務）」に

ついては、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１１９号 ふくおか県央環境広域施設組合の設立について」、「議案第

１２０号 ふくおか県央環境施設組合規約の変更について」、「議案第１２１号 ふくおか県

央環境施設組合の解散について」、「議案第１２２号 ふくおか県央環境施設組合の解散に伴

う財産処分について」、「議案第１２３号 飯塚市・桂川町衛生施設組合規約の変更につい

て」、「議案第１２４号 飯塚市・桂川町衛生施設組合の解散について」、及び「議案第

１２５号 飯塚市・桂川町衛生施設組合の解散に伴う財産処分について」、以上７件は関連が

あるため、一括議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○市民環境部付課長 

 「議案第１１９号」から「議案第１２５号」までの７件は、関連がありますので一括して説

明させていただきます。 

 昨年４月１日に、飯塚市、嘉麻市、桂川町、小竹町、飯塚市・桂川町衛生施設組合、ふくお

か県央環境施設組合の２市２町２組合で構成する環境施設等広域化に関する任意協議会を設置

いたしまして、財政負担の軽減や環境負荷の低減を図ることを目的として、環境施設等の広域

化の協議を行ってまいりました。このことは、２市２組合がそれぞれで運営している施設を

１つの組合で管理運営すれば、老朽化の対応を含め、既存施設の集約、再整備、将来の広域的

処理体系の実現を一体的に進めていくことができ、単独で施設を整備、運営するよりもコスト

の縮減等が図られるためであります。 

 任意協議会の経過については、これまで当委員会に随時報告を行ってまいりましたが、予定

の項目について全て協議が整い、新組合の設立、現組合の規約の変更、解散、解散に伴う財産

処分について関係団体と正式に協議したいので、地方自治法第２９０条の規定に基づきまして、

議会の議決を求めるものでございます。 

 まず、「議案１１９号 ふくおか県央環境広域施設組合の設立について」の規約について説

明します。 

議案書の４７ページをお願いたします 。第１条で、組合の名称をふくおか県央環境広域施

設組合としています。 

第２条で、組合は飯塚市、嘉麻市、桂川町、小竹町をもって組織し、第３条で、ごみ処理施

設、最終処分場、し尿処理施設、火葬場の設置、管理及び運営に関すること、これらの事務の

相互連絡調整に関することを共同で処理する事務としています。なお、ごみ処理施設と最終処

分場に係る事務については、小竹町は含んでおりません。 

 第４条の「事務所の位置」は、現在の飯塚市・桂川町衛生施設組合の事務所のある飯塚市楽

市７２８番地１としています。 

 第５条から８条までは、「議会の組織と議員の選挙の方法」、「議員の任期」、「議長と副

議長」、「議決の特例」を定めたもので、議員の定数を１５人とし、関係市町の定数は飯塚市

８人、嘉麻市３人、桂川町２人、小竹町２人として、関係市町の議会において互選された者で、

その任期は、各市町の議員の任期としています。また、組合議員のうちから議長、副議長各

１人を互選するものとしています。ごみ処理施設と最終処分場の事務については、小竹町が共

同処理となりませんので、現在のふくおか県央と同様に、議決方法について特例を定めていま

す。 

 第９条から１２条までは、「執行機関の組織と選任の方法」、「任期」、「職務権限」、
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「組合の職員」について定めたもので、組合には、組合長１人、副組合長３人を関係市町の長

の中から互選し、任期は、各市町の長の任期としております。組合には、会計管理者を組合長

の補助機関である職員の中から１人置き、組合に必要な職員の任免は組合長が行うとしており

ます。 

 第１３条の「監査委員」は、識見を有する者と組合議員から、それぞれ１人を選任するもの

としています。 

 第１４条、１５条は、「組合の経費の支弁の方法」、「負担金」を定めたもので、関係市町

の負担金は、別表で算出して得た額を負担するものとしています。 

 附則の１で、平成３１年４月１日から施行するものとしています。２は、平成３１年３月

３１日をもって解散する飯塚市・桂川町衛生施設組合とふくおか県央環境施設組合の財産及び

事務を承継するものとしております。 

 別表は、関係市町の負担割合を定めたもので、負担金については、現状の負担割合のままを

基本にしていますので、施設ごとにこれまでの負担割合で定めています。なお、１の「議会及

び総務に関する経費」については、２つの組合が統合されることにより議会、総務に関する経

費は、共通の経費となり、これまでの負担割合で算出することが困難なことから、「前年度負

担額」、当該年度経費と前年度経費に差額が生じた場合は、その差額を人口割としています。 

 備考の１については、新組合の設置を平成３１年度からとしていますので、別表の１の「議

会及び総務に関する経費」の負担割合の欄で「前年度負担額」とあるのは前年度に関係市町が、

この項の経費区分に係るものとして負担した額と、「前年度経費」とあるのは前年度にこの項

の経費区分で要した経費の額と読みかえ、３０年度に各市町が負担した額、又は経費の額とな

ります。その他の備考については、現状の負担割合のままを基本としているところから、現状

に合わせた内容を定めています。 

 次に、議案書５２ページの「議案第１２０号のふくおか県央環境施設組合規約の変更につい

て」の内容ですが、組合の解散の時に、新しく設立する組合がその事務を承継し、平成３０年

度の決算については、新しい組合長が、監査委員の意見をつけて、議会の認定に付することと

するために、現規約を変更するものでございます。 

 次に、５４ページの「議案第１２１号 ふくおか県央環境施設組合の解散について」と、

５５ページの「議案第１２２号 ふくおか県央環境施設組合の解散に伴う財産処分について」

の内容ですが、平成３１年３月３１日限りで組合を解散し、解散に伴う財産処分は、全て新し

く設立する組合に帰属させるとしています。その財産は、目録に表示しています、土地・建物、

有価証券、基金、物品、債務負担行為、地方債でございます。 

 次に、５８ページの「議案第１２３号」から６１ページまでの「議案第１２５号」は、飯塚

市・桂川町衛生施設組合に関するもので、ふくおか県央と同様の内容で、規約の変更、解散、

解散に伴う財産処分となります。なお、財産の目録については、土地・建物、基金、物品、債

務負担行為となります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○田中裕二委員 

 今、議案説明ありました「議案第１１９号」から「第１２５号」についての質問をさせてい

ただきます。議案上程までの経過は、これまでの委員会で説明があっておりましたし、先日の

本会議でも説明していただきましたので、ある程度理解しています。その中でちょっと２、

３点お聞きしたいんですけれども、新組合設立までの流れ、どのような流れなのか教えていた

だきたいと思います。 

○市民環境部付課長 

 飯塚市、嘉麻市、桂川町、小竹町の２市２町、それぞれで議会の議決が必要となります。嘉
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麻市と桂川町は、飯塚市と同様に１２月議会で議案を上程していますが、小竹町については、

議員選挙の関係で議会最終日が１月中旬の予定となっています。 

 それぞれの議会で承認をいただいた後に、県知事の許可や届出が必要になりますので、速や

かに構成団体の長による協議を経て、県知事に許可申請等を行います。 

 許可を得ましたら、３月３１日に両組合の解散、翌４月１日に新組合設立となります。 

○田中裕二委員 

 それでは、新組合設立後はどのような協議をしていかれるのかお尋ねいたします。 

○市民環境部付課長 

 ごみ処理施設については、飯塚、嘉麻のクリーンセンターは、大規模改修等により

２０２８年度まで供用可能となっています。穂波、筑穂、桂川のごみを処理している桂苑は、

設備改修を行いながら供用していますが、老朽化による早急な見直しが必要であること、庄内、

頴田、稲築のごみを処理している、ごみ燃料化センターは、ＲＤＦ、固形燃料ですが大牟田リ

サイクル発電所での受入れが２０２２年度までとなっており、いずれの施設も対応を協議する

必要があります。 

 また同様に、し尿処理、火葬場の施設も老朽化の対応を協議していきます。 

○田中裕二委員 

 老朽化の対応も協議していくということでございますけれども、将来的には、施設の集約な

ど、どのように考えていかれるのかお尋ねいたします。 

○市民環境部付課長 

 新組合を中心に関係自治体と施設の老朽化に伴う大規模改修や新たな建設の問題、ごみ処理

量の変動に対する問題などを踏まえて、将来の世代の負担を軽減できるように集約等の具体的

な検討を鋭意進めてまいります。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第１１９号 ふくおか県央環境広域施設組合の設立について」、

「議案第１２０号 ふくおか県央環境施設組合規約の変更について」、「議案第１２１号 ふ

くおか県央環境施設組合の解散について」、「議案第１２２号 ふくおか県央環境施設組合の

解散に伴う財産処分について」、「議案第１２３号 飯塚市・桂川町衛生施設組合規約の変更

について」、「議案第１２４号 飯塚市・桂川町衛生施設組合の解散について」、及び「議案

第１２５号 飯塚市・桂川町衛生施設組合の解散に伴う財産処分について」、以上７件につい

て、いずれも原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案７件は、いずれも原案どおり可決すべきものと決定い

たしました。 

次に、「請願第１６号 金比羅山（馬敷）のメガソーラー開発中止と豊かな緑の保全に関す

る請願」を議題といたします。 

本件、全般に関する質疑を許します。質疑はありませんか。 

○梶原委員 

 前回の協働環境委員会のその後、本請願にかかる県の林地開発許可申請及び本市の自然環境

保全条例に基づく手続については、現在、どのようになっていますか。 

○環境整備課長 
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 １０月２２日に開催されました協働環境委員会後の状況としましては、自然環境保全条例に

基づく手続では、１０月３１日に公告を行い、閲覧・意見書の受け付けを開始し、１１月

２４日に住民説明会が開催され、１２月１４日、先週の金曜日に意見書の受け付けを終了して

います。 

 住民説明会は２４名が出席され、主な質問としましては、土砂災害、水害に対する心配、坑

道の有無、覚書の内容、説明会はこれで終わりかといったものがあり、調整池等の防災施設の

説明、坑道については日鉄鉱業も分からないと回答されたこと、覚書は案を示されたうえで、

今後地元と一緒に考えていく、説明会は条例に基づいた説明会は終わりとするが、今後もしっ

かり対応はしていくと回答があっています。 

 また、意見書については、１０人の方から３６件提出されており、とりまとめ次第、事業者

に送付いたします。意見の内容を一部紹介しますと、調整池はどの程度のどのような雨量に耐

えられるのか、事業終了後のパネルの処理、熱放出での農作物への影響、損害保険の内容、森

林開発によるメガソーラー事業には反対といったものが提出されています。 

 林地開発許可関連では、福岡県に対し１０月２９日付で森林法第１０条の２に関する意見を

提出しております。その後、１１月２６日に福岡県森林審議会が開催され、１２月１０日に林

地開発行為が許可されています。 

○委員長 

 暫時休憩いたします。 

休 憩 １０：４３ 

再 開 １０：５０ 

委員会を再開いたします。ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「請願第１６号 金比羅山（馬敷）のメガソーラー開発中止と豊かな緑の

保全に関する請願」について、採択することに賛成の委員は挙手願います。 

（ 挙  手 ） 

賛成者なし。よって、本件は、不採択とすべきものと決定いたしました。 

次に、「請願第１７号 「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続

を求める意見書採択についての請願」を議題といたします。 

お諮りいたします。本請願につきましては、慎重に審査するため、閉会中に委員会を開催し、

紹介議員から趣旨説明を受けた後に審査を行うということで、本日は継続審査といたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本件は継続審査とすることに決定いたしました。 

お諮りいたします。案件に記載の４件について執行部から報告したい旨の申し出があってお

ります。報告を受けることにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、報告を受けることに決定いたしました。 

「ふるさと納税について」報告を求めます。 

○まちづくり推進課長補佐 

 「ふるさと納税について」説明をさせていただきます。 

１ページをお願いいたします。総務省通知に伴う返礼品の見直しについて、平成３０年

１１月１６日付で総務省から「ふるさと納税に係る返礼品送付状況について」の調査結果が送
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られてきました。その中で飯塚市が地場産品以外と考えられる返礼品を送付している団体とい

う指摘を受けました。地場産品以外と考える返礼品でございますが、サーモン、牛肉、リンゴ、

素麺、ビール等を合計４４品が指摘を受けております。 

２ページをお願いいたします。総務省の通知でございます。地場産品以外では、全国で７３、

地場産品以外の商品を送っている団体でございますが、７３自治体が指摘を受けており、福岡

県では飯塚市、行橋市、福智町、上毛町の４自治体となっております。 

１ページをお願いいたします。それに伴う対応につきまして、福岡県市町村支援課ではお礼

の品、返礼品を送っている事業者さんと協議を行い、平成３０年１２月末までに見直しを行い、

返礼品から除外することとしております。現在、一部、除外をしておりますが、そういう対応

を１２月末までにしたいというふうに思っております。 

「②ふるさと納税詐欺サイトについて」、平成３０年１２月４日付、福岡県市町村支援課か

ら「ふるさと納税詐欺サイトについて」の通知を受け、本市も調査をしたところ、ふるさと納

税の受け付けを偽造した詐欺サイトに本市の返礼品が掲載されていることがわかりました。福

岡県内では、平成３０年１２月５日までに１２市町村の返礼品が偽サイトに無断で掲載をされ

ており、本市としましても、被害防止をするため、注意喚起を行っているところでございます。 

３ページ、４ページ、お願いいたします。そこに掲載されておりますのは、「今だけＳＡＬ

Ｅ」という詐欺サイトでございまして、飯塚市の商品が４ページの左下のほうに載っておりま

す。 

１ページをお願いいたします。詐欺サイトの対応につきましては、飯塚市ホームページで注

意喚起を行っております。福岡県市町村支援課の報告済みでございます。また、福岡県警より

各警察署のほうへ連絡済みでございます。本市におきましても、飯塚警察署へ別途報告を予定

いたしておりますがもう現在、報告済みでございます。現在、寄附の被害はございません。発

信者にも連絡がつかず、調査状況は詳細不明でございます。しかしながら、被害防止に最善の

注意を行い、ふるさと納税の推進を行ってまいりたいと考えております。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○梶原委員 

 総務省からの返礼品についての説明がありましたが、今回４４品、返礼品があるということ

で、今の部分については、発送はされておると思いますが、来年の３月までの年度における影

響額というのはどのくらい予想されておりますか。 

○まちづくり推進課長補佐 

 平成３０年度でございますが、年度内の分は大体予定通り出ておりますが、１月、２月、

３月で予定では１億５千万円から２億円ぐらい減額になるんじゃないかなと思っております。

しかしながら、新商品を開拓しながら、ふるさと納税、寄附額増進を推進していきたいという

ふうに考えております。 

○梶原委員 

 新しい商品を開発しながら、対応していくということですけれども、今までこれに協力して

いただいた業者さんとかおられますよね。そういった方への対応といいますか、今後、見直し

の中でどういうふうにしていくのかお尋ねいたします。 

○まちづくり推進課長補佐 

 現在、指摘を受けている事業者さん、約５、６者ございます。現在協議を進めておりまして、

もう一部は取り下げ済みでございます。それにかわる商品というところで、地域の事業者さん

も努力はされて、売り上げが延ばされる事業者さんはあります。新しい商品を開発しながら、

さらなる地域活性化に向けて頑張りたいというふうに考えております。 
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○梶原委員 

 次にもうだめですよ、ではなくて、やはり飯塚市のほうが知恵を貸し出していただいて、そ

ういったところの対応をしていただきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「白旗山におけるメガソーラー開発について」報告を求めます。 

○環境整備課長 

 「白旗山におけるメガソーラー開発について」ご報告いたします。 

資料、「白旗山におけるメガソーラー開発について」をごらんください。合同会社ノーバ

ル・ソーラーについては、周辺住民を対象とした説明会が、１１月１９日、月曜日に幸袋交流

センターで開催され、約１４０名の参加がありました。配付された資料が、Ａ４用紙の１枚の

裏表に会社の概要、工事計画、既に質問を受けた事項として、電磁波、反射光、気温、水害、

事故対応、紳士協定書などについて、文書で記されたもののみで、図面等は会場の前方スク

リーンにプロジェクターで映され説明されたことで、ほとんどの参加者が資料不足を理由に、

退席されました。事業者は、説明を続けられ３名の方が最後まで残って説明を聞かれておりま

す。 

また、林地開発許可関係については、１１月２日付で福岡県から飯塚市に対して、森林法第

１０条の２に関する意見の照会がありましたので、農林振興課が関係課の意見をまとめ、

１１月２８日付で飯塚市から福岡県に対し意見書を提出しております。 

次に、合同会社アサヒ飯塚メガソーラーについてですが、二瀬地区の周辺住民を対象とした

説明会が、１２月１５日、土曜日に二瀬交流センターで開催され、約９０名の参加があり、一

条工務店からの事業の承継の内容や災害対策などについての質問がありました。水の流れなど

のわかる資料を準備しての再度の説明会の要望があり、協議して決定すると回答があっており

ます。 

以上、簡単でございますが、報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「平成３０年７月豪雨による被害状況等について」報告を求めます。 

○防災安全課長 

 「平成３０年７月豪雨による災害状況について」、８月に開催された４常任委員会の報告後

の状況について報告いたします。報告につきましては、内容等が変更した部分のみとさせてい

ただきます。 

まず、１ページの「災害被害状況」ですが、人的被害、重傷２名は、変更はございません。

その下の軽傷３名につきましては、８月の報告以降に判明しております。その下、住家被害以

降についても被害数が変更した部分に下線をつけております。なお、変更被害数については、

全て増加となっております。また、下段にある災害対策本部の日付等を追加しております。 

２ページをお願いします。「浸水等自治会別被害状況」につきましては、１ページの住家被

害、非住家被害数の自治会別内訳となっております。 

３ページをお願いします。「平成３０年７月豪雨災害による被害総額」は、公共施設、農林

関係、商工関係、その他の４つの被害額で、一番下に被害総額２４億３５７９万１千円となっ

ております。なお、この金額につきましては、個人住宅の被害額は市のほうで把握することが
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できませんので、この２４億円には入っておりません。 

４ページの「警報発令状況一覧」、それから５ページ、「災害避難者報告」、６ページから

７ページの「行動記録」については、変更はございません。 

８ページをお願いします。「降雨量及び水位等調べ」は数値の変更ございませんが、氾濫危

険水位の５.４メートルを超過した６日１６時から２１日までの水位に網掛けをしております。 

９ページをお願いします。「被災者救済制度執行状況」は、表の右側に件数、金額、数量等

を加えております。また、一番下の欄に利子補給交付については、追加となっております。 

１０ページをお願いします。「各排水機場等運転開始時間及び開始水位・市営住宅一時入居

者」は、一番下の表、市営住宅一時入居状況一覧表の太線で囲った１１月３０日現在を追加し

ております。 

１１ページの「災害ごみ・消毒・し尿処理状況」は、前回の報告時には、７月の日付順に報

告しておりましたが、その後、１１月まできておりますので、月単位の表で報告しております。

なお、今回の災害に対し、飯塚市に来ていただいた応援団体について、自治体名で記載を追加

しております。 

１２ページの「ボランティア」関係は変更ございません。 

１３ページをお願いします。「災害義援金等調べ」については、まず飯塚市の被災者に対し、

民間協会等の団体、個人、官公庁から送られてきた義援金等の合計１０３５万５１３４円。飯

塚市に対し、官公庁から送られてきた見舞金６０万円。各法人から送られてきた経口補水液な

どの義援品などとなっております。被災者に対する義援金の配分金額につきましては、この

ページの中程にあります、人的被害で３カ月以上の治療を要する方には４２万５千円、３カ月

以内の治療を要する方には２５万５千円、半壊１世帯当たり４２万５千円、床上浸水１世帯当

たり８万５千円と飯塚市災害義援金等配分委員会にて決定し、１２月７日より交付を開始して

おります。 

１４ページの「災害見舞金交付件数」は件数の右横に交付した金額の合計を追加しておりま

す。 

１５ページの「総合相談窓口受付集計」については変更ございません。 

最後に１６ページです。「７月豪雨検証会の総括」については、大きな１番の（３）、大き

な４番の（２）について、１１月２２日に災害対策本部と関係機関の連携についての検証会を

開催し、今後の情報共有、さらなる協力体制を行うこととしております。また、この検証会等

で出た部分につきましては、今後の災害対策に反映していきたいというふうに考えております。 

以上、報告です。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○鯉川委員 

 素朴な疑問でちょっと確認なんですけれど、義援金いただいて、それで配分委員会で配分し

たということで非常にありがたいことだと思うんですけれども以前の１５年前の７・１９水害

のときは、義援金いただいたのは確か、河川カメラかなんかに充当された記憶があるんですけ

れども、まず配分委員会というのはいつごろできた組織なんですか。 

○防災安全課長 

 配分委員会につきましては、災害が起こるたびに、召集される会になっております。今回に

つきましては、配分委員会が１０月１８日に第１回目を開催しております。 

○鯉川委員 

 それは、いつぐらいから配分委員会が、その７・１９のときにはそういったのもなかったん

ですよ。７・１９のときには、皆さんやっぱりこうやって災害に遭われた方は、義援金で少し

でも幾ばくかのお金がほしいということで思われた方もあったんですけども、あのときは河川
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カメラに全部充当して、皆さんがいただいたのは市と県からの１万円と２万円と３万円ぐらい

だったと思うんですよ。今回はこうやって皆さんに割り当てられて非常に本当にありがたいと

思うんですけども、いつからそのように、いい方向に変わったんだからいいんですけれども、

いつ、どこで、どういうふうな経緯でもって、この配分委員会というのができて、決まるよう

になったのかなと思っている、以前はそうじゃなかったですよ。誰が、どこで決めたのかわか

らんけれども、義援金をいただいたのは、河川カメラに使いましょうということで、あちこち

の河川カメラに使われた記憶があるんですけども。そこらへん、どんなふうな経緯があってこ

んなふうに―――。じゃあ、河川カメラは誰が、どんなふうに決めたんですか。 

○会計課長 

 義援金の配分委員会につきましては、飯塚市の地域防災計画の中に基づいて開催したもので

ございます。平成１７年のときには、若干今ちょっとお答えできない部分がございますけれど

も、平成２１年、それから２４年につきましては、先ほど申しましたように地域防災計画に基

づいて配分委員会を開きまして、決定をさせていたというような事跡がございます。以上でご

ざいます。 

○鯉川委員 

 それでは平成１５年の防災カメラを付けられた分は、誰がどこで決めて、あのときに被災に

遭われた方は何もなかったんですよね、市と県からのどちらかが１万円か２万円か忘れました

けれども、そのときはそういう配分委員会というのはなかったんですか。 

○委員長 

 暫時休憩いたします。 

休 憩 １１：０７ 

再 開 １１：０８ 

委員会を再開いたします。 

○会計課長 

 合併後に地域防災計画を見直しまして、その中に「支援」というところがございますが、そ

の中の地域防災計画に基づいて配分委員会で決定するというようなことを決めております。地

域防災計画の中に記載しております。 

○鯉川委員 

 今後、あってはいけないことですけれども、また災害が起きたときっていうのは、義援金を

いただいた、そのいただいたお金をいろんなインフラというか、カメラとか、そういったもの

に使うんじゃなしに、配分委員会でもって、被害、被災された方にお金を配分するということ

でもいいんですか、今後も。例えばそれをどなたかが言われて、その配分委員会の中の方が、

どこどこにカメラがほしいと、やっぱりそっちにカメラを設置しようとかいうふうになる可能

性もあるわけですか。 

○委員長 

 暫時休憩します。 

休 憩 １１：０９ 

再 開 １１：１３ 

委員会を再開いたします。 

○防災安全課長 

 大変失礼しました。今回の義援金の配分につきましては、先ほど言いましたように、義援金

の配分に関しては配分委員会を設置し、県の配分基準等を参考に配分等の方法で決定し、被災

者に対し適正かつ円滑に配分するというふうに地域防災計画のほうでうたっております。ご質

問の今後もこういうことが万が一、起こった場合にどうするのかというご質問ですが、今後に

つきましても、地域防災計画にのっとって、県の配分基準等を参考に配分委員会のほうで決定
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をさせていただきたいというふうに考えております。 

○鯉川委員 

 繰り返しになりますけども、本当に起こってはなりませんけども、また万が一、こういう災

害が起こったときというのは、この義援金をいただいたのは、お金として皆様に県の配分表に

基づいてお金を皆さんに配るということでいいんですかね。器材を購入するとかいうことは、

絶対あり得ないということですか。だから間違いなく、お金でいただいた義援金は、お金で皆

さんに配るという認識を持っていいんですか。 

○委員長 

 暫時休憩します。 

休 憩 １１：１５ 

再 開 １１：１９ 

委員会を再開いたします。 

○総務部長 

 義援金の配分の件でのお尋ねということでございます。義援金の配分に関しましては、市で

は義援金の配分に関して配分委員会を設置いたしまして、そこで決定をしていくということで

決めておるところでございます。その中で、そのことをうたっておりますけれども、「配分委

員会を設置し、次の県の配分基準等を参考に配分方法を決定し、被災者に対し、適正かつ円滑

に」というようなことでうたっております。それで、これにつきましては、当然、県の配分委

員会の配分基準というのは当然ございます。だから、これに基づいて今回の義援金については、

各被災者の方に、それに基づいて届けたところでございます。ただ、当然、配分委員会等が当

然あります。これは、今市民の代表の方も入っていただいた中で配分委員会を設置するように

しております。その中で、例えばこういうことでするほうがいいのではないかというご意見を

賜れば、それについては配分委員会の中で決定させていただいて、市長にその旨を申し上げて

決定することになると思いますので、絶対その県の配分じゃないといけないかということでは

ないかと思います、けれどもあくまでも配分委員会の中で、そういうことは協議をさせていた

だきたいというふうに考えております。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますのでご了承願います。 

次に、「工事請負契約について」報告を求めます。 

○契約課長 

 工事請負契約の締結状況につきまして、お手元に配付いたしております資料によりご報告を

させていただきます。 

今回、報告をいたします工事は、立岩交流センター建設、電気設備工事でございます。入札

の執行状況につきましては、業者選考委員会におきまして、指名競争入札参加者指名基準及び

運用基準に基づきまして、専門工事、電気Ａ等級に格付されている市内業者を指名することを

決定し、入札を執行いたしております。 

次に、入札の結果についてご説明いたします。本件につきましては、１５者による入札を執

行いたしました。その結果、落札額５４２０万５２００円、落札率９２．８７％で、株式会社 

飯塚電設が落札をいたしております。 

以上、簡単ではございますけれども、「工事請負契約について」のご報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 



１６ 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

以上をもちまして、協働環境委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 


